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車椅子競技者の寒冷暴露下での体温調節,末梢血管調節及びホノレモン応答

























































Ⅲ.研 究 方 法
A.被験者
被験者は,研究の主旨を十分に説明したうえで同意を得た,脊髄損傷の男子車椅子マラソン
競技者 5名 (WCG)と健常な一般男子大学生 5名 (USG)である｡ 体格とVo2maXをTable
lに示した｡豆02maXは,armcrankingエルゴメータ運動により漸増負荷法によって求めた｡
B.寒冷暴露テス ト




ニングパンツで車椅子 (USGは椅 子)にて30分間安静で経過 した時点 より,arm cranking
エルゴメータにて運動強度20watts(50rpm)で60分間運動負荷 し,その間以 卜の観察を経
時的に実施 した｡皮膚温及び鼓膜温 (Tty)は 1分間隔で連続記録 し, 5分間の平均椎とし
た｡皮膚温の部位は,勧 ･胸 ･腹 ･背･卜腕 ･前腕内面 ･手背の 7箇所であ り,平均皮膚混
(Tsk)は,緒方の方法1 により面積比率を加重負荷 して求めた｡産熱量 (M)は呼気ガスを
連続分析 し5分間毎の平均値 として求めた｡〕また,テス ト前後に体重を観察 した｡
C.寒冷血管反応テス ト
寒冷血管反応 (CIVD)テス トは,寒冷暴露後30分間安静を経過 した後の30分間を観察 し
た｡CIVDテス トは Yoshimura法12により,利 き腕 と反対側の中指末節背部に温度計サー
ミスタを装着 し,防水のために白色ワセリンを塗布 した後,浸漬前値, 0℃氷水に浸漬中
(30分間)の指皮温を30秒間隔で記録 した｡CIVD諸値は,浸漬前指皮温 (temperaturebe-
























168.4 52.6** 3.34 63.5**
±2.5 ±5.7 ±0.84 二±8.9
USG 21.1 171.60 64.5 3.11 48.2
rN=51 ±2.1 ±2.8 ±4.6 ±0.46 ±4.9
Valuesaremeans±SD;**:p<0･01byトーestbehveenWCGandUSG･

























































































































































































































TBI MST m m
r℃ 1 r℃l r℃1 rmin1
WCG 25.81 735+ 4.86+ 1132
(N=5) 士3.67 ±1.08 ±1･60 ±252
USG 24.89 5.21 2.84 12.67































進 したことである｡本観察での C1VDテス トは,寒冷暴露下であ り結果はこれまで報告して
きたことと同様で持久性体力水準が高ければ,すなわち,WCGが USGよりVo2maX (mF/
kg/min)が高いことが,CIVD諸値を高 く維持 してお り,手指部の末梢血管抵抗は動静脈
吻合の開張により側路血流を増や し指皮温を上昇 させることが WCGでも明らかとなった｡
Graham ら17.は,成人男子について5℃寒冷暴露下の運動でカテコールア ミンの増加に伴
い代謝量の克進と平均皮膚温の上昇を認めている｡本観察では,NA とDは.control値よ










明 した上で同意を得た,脊髄損傷の男子車椅子マラソン競技者 (車椅子競技者)と健常な 一
般男 f一大学生 (大学生)であ り､持久的運動能力の指標である最大酸素摂取量は申椅 予競技
8 菅 原 正 志 ･田井村 明 博 ･上 平 憲 ･伊 藤 孝
者が大学生より大 きかった｡測定は,秋より冬にかけて平均環境温度12℃,平均相対湿度60







両群克進 し,さらに運動により急上昇 したが,終始車椅子競技者が大 きかった｡また運動開
始30分経過後の産熱量は,車椅子競技者 と大学生ともに定常状態であった｡ 寒冷下での寒冷
血管反応は,車椅子競技者が大学生より抗凍傷指数が高かった｡カテコールア ミンは,ノル
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